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● 震度階級等における人の体感・行動の比較 

 

表－震度階級等における人の体感・行動の比較 

震度 

階級 

気象庁震度階級関連解説

表 

平成 8年 10 月 

地震観測指針 

(観測編 参考事項) 

昭和 53 年 

東京都防災会議 

昭和 55 年 

横浜市高密度 

強震ネットワークに関わる

地震体験アンケート調査 

０ 

人は揺れを感じない。 吊り下げ物のわずかにゆれる

のが目視されたり、カタカタと

音がきこえても、体にゆれを

感じなければ無感である。 

人体に感じないで地震計で知

る。 

人体には感じませんが，地震

計には記録されます。 

１ 

屋内にいる人の一部が、わ

ずかな揺れを感じる。 

静かにしている場合にゆれを

わずかに感じ、その時間も長

くない。立っていては感じない

場合が多い。 

建物上階にいる人、静座・横臥

（おうが）している人で特に敏感

な人が地震かなと感じる。 

静止している人や，地震に注意

深い人には感じられます。 

２ 

屋内にいる人の多くが、揺

れを感じる。眠っている人

の一部が、目を覚ます。 

吊り下げ物の動くのがわか

り、立っていてもゆれをわず

かに感じるが、動いている場

合にはほとんど感じない。眠

っていても目をさますことがあ

る。 

1.屋内で静止した多くの人々が

感じる。 

2.屋内でも働いている人は感じ

ない。 

大勢の人が感じますが，電灯

のひもが揺れる程度です。 

 

３ 

屋内にいる人のほとんど

が、揺れを感じる。恐怖感

を覚える人もいる。 

ちょっと驚くほどに感じ、眠っ

ている人も目をさますが、戸

外に飛び出すまでもないし、

恐怖感はない。戸外にいる人

もかなりの人に感じるが、歩

いている場合感じない人もい

る。 

1.屋内にいるほとんどの人が感

じる。 

2.屋外にいるかなりの人が感じ

る。 

3.歩行中の人は少数が感じる。 

電灯等下げ物は良く揺れ，棚

の食器類が音を立てることがあ

ります．家屋のほとんどの人が

揺れを感じ，びっくりする人もい

ます。 

４ 

かなりの恐怖感があり、一

部の人は、身の安全を図ろ

うとする。眠っている人のほ

とんどが、目を覚ます。 

眠っている人は飛び起き、恐

怖感を覚える。電柱・立木な

どのゆれるのがわかる。一般

の家屋の瓦がずれるのがあ

っても、まだ被害らしいものは

でない。軽い目まいを覚える。

1.歩いている人もすべて感じる。 

2.高層ビルの高い所や歩道橋の

上にいる人は軽い目まいのよ

うに感じる。 

3.かなり多くの人が驚く。 

かなりの恐怖感があり，歩いて

いる人も揺れを感じます．座り

の悪い置物が倒れることもあり

ます。 

 

５弱 

多くの人が、身の安全を図

ろうとする。一部の人は、行

動に支障を感じる｡ 

ほとんどの人が物にすがりたい

と感じる。 

下げ物は激しく揺れ，書棚の本

が落ちることもあります．多くの

人が身の安全を図ろうとしま

す。 

５強 

非常な恐怖を感じる。多く

の人が、行動に支障を感じ

る。 

立っていることはかなりむずか

しい。一般家屋に軽微な被害

が出はじめる。軟弱な地盤では

割れたりくずれたりする。すわり

の悪い家具は倒れる。 ほとんどの人が恐怖を感じ、ある

いは、目まいがする。 

かなり激しく揺れ，家屋が倒

れ，食器等が落ちて散乱しま

す．多くの墓石が倒れます。 

６弱 

立っていることが困難にな

る。 

立っていることが困難になり，

大型家具の多くが移動，転倒

し，かなりの建物で壁にヒビが

入ったり窓ガラスが破損し，多く

のドアが開かなくなります。 

６強 

立っていることができず､は

わないと動くことができな

い。 

歩行はむずかしく、はわないと

動けない。 
1.まわりの景色がぐるぐるまわ

るように見える。 

2.茫然自失の状態となり生命の

危険を感じる。 

立っていることができず，補強

されていないブロック塀のほと

んどが崩れます．弱い木造建

ての多くが倒壊します。 

７ 

揺れにほんろうされ、自分

の意志で行動できない｡ 

  建物の倒壊が起こり，山崩れ，

大きな地割れが生じ，堤防や

橋桁など，広範囲にわたって被

害が予想されます。 
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●気象庁震度階級関連解説表 

平成８年 10 月１日運用開始 

 
 

計測震度 震度階級 人    間 屋内の状況                  屋外の状況                  木 造 建 物                  鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造建物                  ライフライン                  地 盤 ・ 斜 面                  

   

  
０ 

人 は 揺 れ を 感 じ な

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0.5 

 

  
１ 

屋内にいる人の一部

が、わずかな揺れを

感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5 

 ２ 

屋内にいる人の多く

が、揺れを感じる。眠

っ て い る 人 の 一 部

が、目を覚ます。 

電灯などのつり下げ

物が､わずかに揺れ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5 

 

  

３ 

屋内にいる人のほと

んどが、揺れを感じ

る。恐怖感を覚える

人もいる。 

棚にある食器類が、

音を立てることがあ

る。 

電線が少し揺れる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5 

 ４ 

かなりの恐怖感があ

り、一部の人は、身

の安全を図ろうとす

る。眠っている人の

ほとんどが、目を覚

ます。

つり下げ物は大きく

揺れ､棚にある食器

類は音を立てる。座

りの悪い置物が､倒

れることがある。 

電線が大きく揺れる。

歩いている人も揺れ

を感じる。自動車を

運転していて、揺れ

に気付く人がいる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.5 

 ５弱 

多くの人が、身の安

全を図ろうとする。一

部の人は、行動に支

障を感じる｡ 

 

つり下げ物は激しく

揺れ､棚にある食器

類、書棚の本が落ち

ることがある。座りの

悪い置物の多くが倒

れ、家具が移動する

ことがある。 

窓ガラスが割れて落

ちることがある。電柱

が 揺 れ る の が わ か

る。補強されていない

ブロック塀が崩れるこ

とがある。道路に被

害が生じることがあ

る｡ 

耐震性の低い住宅で

は、壁や柱が破損す

るものがある。 

 

耐震性の低い建物で

は、壁などに亀裂が

生じるものがある。 

安全装置が作動し、

ガスが遮断される家

庭がある｡まれに水

道管の被害が発生

し、断水することがあ

る。［停電する家庭も

ある｡］ 

軟弱な地盤で、亀

裂が生じることがあ

る。山地で落石、小

さな崩壊が生じるこ

とがある。 

 

 

5.0 

 ５強 

非 常 な 恐 怖 を 感 じ

る。多くの人が、行動

に支障を感じる。 

 

 

棚にある食器類、書

棚の本の多くが落ち

る。テレビが台から落

ちることがある。タン

スなど重い家具が倒

れることがある｡変形

によりドアが開かなく

なることがある。一部

の戸が外れる。 

補強されていないブ

ロック塀の多くが崩れ

る。据付けが不十分

な自動販売機が倒れ

ることがある。多くの

墓石が倒れる。自動

車の運転が困難とな

り､停止する車が多

い。 

耐震性の低い住宅で

は、壁や柱がかなり

破損したり、傾くもの

がある。 

耐震性の低い建物で

は、壁、梁(はり)、柱

などに大きな亀裂が

生じるものがある｡耐

震 性 の 高 い 建 物 で

も、壁などに亀裂が

生じるものがある。 

 

 

家庭などにガスを供

給するための導管、

主要な水道管に被害

が発生することがあ

る。 

［一部の地域でガス、

水道の供給が停止す

ることがある。］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.5 

 ６弱 

立っていることが困

難になる。 

固定していない重い

家具の多くが移動、

転倒する｡開かなくな

るドアが多い｡ 

 

かなりの建物で、壁

のタイルや窓ガラス

が破損、落下する。

 

耐震性の低い住宅で

は、倒壊するものが

ある。耐震性の高い

住宅でも、壁や柱が

破 損 す る も の が あ

る。 

耐震性の低い建物で

は、壁や柱が破壊す

るものがある。耐震

性 の 高 い 建 物 で も

壁、梁(はり)、柱など

に大きな亀裂が生じ

るものがある。 

家庭などにガスを供

給するための導管、

主要な水道管に被害

が発生する。 

［一部の地域でガス、

水道の供給が停止

し、停電することもあ

る。］ 

地割れや山崩れな

どが発生することが

ある。 

 

 

 

 

 

 

6.0 

 ６強 

立っていることができ

ず､はわないと動くこ

とができない。 

 

固定していない重い

家具のほとんどが移

動、転倒する。戸が

外れて飛ぶことがあ

る。 

 

多くの建物で、壁のタ

イルや窓ガラスが破

損、落下する。補強さ

れていないブロック塀

の ほ と ん ど が 崩 れ

る。 

耐震性の低い住宅で

は、倒壊するものが

多い。耐震性の高い

住宅でも、壁や柱が

かなり破損するもの

がある。 

耐震性の低い建物で 

は、倒壊するものが

ある。耐震性の高い

建物でも、壁や柱が

破壊するものがかな

りある。 

ガスを地域に送るた

めの導管、水道の配

水施設に被害が発生

することがある。 

［一部の地域で停電

する｡広い地域でガ

ス、水道の供給が停

止することがある。］

 

 

 

 

 

 

 

 

 
6.5 

 

７ 

揺れにほんろうされ、

自分の意志で行動で

きない｡ 

ほとんどの家具が大

きく移動し、飛ぶもの

もある｡ 

 

ほとんどの建物で、

壁のタイルや窓ガラ

スが破損､落下する。

補強されているブロッ

ク塀も破損するもの

がある。 

耐震性の高い住宅で

も、傾いたり、大きく

破 壊 す る も の が あ

る。 

耐震性の高い建物で

も、傾いたり、大きく

破 壊 す る も の が あ

る。 

［広い地域で電気、ガ

ス､水道の供給が停

止する｡］ 

大きな地割れ、地す

べりや山崩れが発

生し、地形が変わる

こともある。 

 

 

＊ライフラインの［］内の事項は、電気、ガス、水道の供給状況を参考として記載したものである

 震度は、地震動の強さの程度を表すもので、震度計を用いて観測します。この「気象庁震度階級関連解説表」は、ある震度が観測された場合、その周辺で実際にど

のような現象や被害が発生するかを示すものです。この表を使用される際は、以下の点にご注意下さい。 

(1) 気象庁が発表する震度は、震度計による観測値であり、この表に記述される現象から決定するものではありません。 

(2) 震度が同じであっても、対象となる建物、構造物の状態や地震動の性質によって、被害が異なる場合があります。この表では、ある震度が観測された際に通常発

生する現象や被害を記述していますので､これより大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまる場合もあります。 

(3) 地震動は、地盤や地形に大きく影響されます。震度は、震度計が置かれている地点での観測値ですが、同じ市町村であっても場所によっては震度が異なることが

あります。 

 また、震度は通常地表で観測していますが、中高層建物の上層階では一般にこれより揺れが大きくなります。 

(4) 大規模な地震では長周期の地震波が発生するため、遠方において比較的低い震度であっても、エレベーターの障害、石油タンクのスロッシングなどの長周期の揺

れに特有な現象が発生することがあります。 

(5) この表は、主に近年発生した被害地震の事例から作成したものです。今後、新しい事例が得られたり、建物、構造物の耐震性の向上などで実状と合わなくなった

場合には、内容を変更することがあります。 
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●気象庁震度階級（昭和 24 年～平成 8 年） 

 

昭和 24(1949)年～平成 8(1996)年 

地震津波業務規則 別表第４付表による 

階級 説明 

参考事項(昭和 53 年) 

地震観測指針(観測編)(1991 年版)による

0 

無感。人体に感じないで地震計に記録さ

れる程度。 

吊り下げ物のわずかにゆれるのが目視され

たり、カタカタと音がきこえても、体にゆ

れを感じなければ無感である。 

Ⅰ 

微震。静止している人や、特に地震に注

意深い人だけに感ずる程度の地震。 

静かにしている場合にゆれをわずかに感

じ、その時間も長くない。立っていては感

じない場合が多い。 

Ⅱ 

軽震。大勢の人に感ずる程度のもので、

戸障子がわずかに動くのがわかるぐらい

の地震。 

吊り下げ物の動くのがわかり、立ってい

てもゆれをわずかに感じるが、動いてい

る場合にはほとんど感じない。眠ってい

ても目をさますことがある。 

Ⅲ 

弱震。家屋が揺れ、戸障子がガタガタと

鳴動し、電灯のような吊り下げ物は相当

ゆれ、器内の水面の動くのがわかる程度

の地震。 

ちょっと驚くほどに感じ、眠っている人

も目をさますが、戸外に飛び出すまでも

ないし、恐怖感はない。戸外にいる人も

かなりの人に感じるが、歩いている場合

感じない人もいる。 

Ⅳ 

中震。家屋の動揺が激しく、座りの悪い

花瓶などは倒れ、器内の水はあふれ出る。

また、歩いている人にも感じられ、多く

の人々は戸外に飛び出す程度の地震。 

眠っている人は飛び起き、恐怖感を覚え

る。電柱・立木などのゆれるのがわかる。

一般の家屋の瓦がずれるのがあっても、

また被害らしいものではない。軽い目ま

いを覚える。 

Ⅴ 

強震。壁に割れ目が入り、墓石・石灯ろ

うが倒れたり、煙突・石垣などが破損す

る程度の地震。 

立っていることはかなりむずかしい。一

般家屋に軽微な被害が出はじめる。軟弱

な地盤では割れたりくずれたりする。す

わりの悪い家具は倒れる。 

Ⅵ 

烈震。家屋の倒壊は30パーセント以下で、

山崩れが起き、地割れを生じ、多くの人々

が立っていることができない程度の地

震。 

歩行はむずかしく、はわないと動けない。

Ⅶ 

激震。家屋の倒壊が 30 パーセント以上に

及び、山崩れ、地割れ、断層などを生じ

る。  
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● 東京都防災会議 地震の震度階解説表（1980 年） 

 
※東京都防災会議：東京都地域防災計画（震災編）付編 警戒宣言に伴う対応処置、昭和 55 年 12 月 
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7 



8 



9 



10 

 



11 
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●横浜市高密度強震ネットワークに関わる地震体験アンケート調査 

における震度の説明の絵 
 

（http://www.city.yokohama.jp/me/anzen/kikikanri/eq/en/q.html）



13 

● 日本建築学会： 1978 年宮城県沖地震災害調査報告 被害ランク表 
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● 木造建築物の崩壊プロセスについて 

 

＜木造建物の破壊メカニズム＞ 

 ２階建てあるいは平屋の木造建築物は以下のプロセスで破壊されると考えられる。 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①壁の筋交が破壊（筋交がない場合は②から） 

②壁が破壊 

③柱が傾斜、変形  

 ・通し柱が折れる（曲げ破壊）。 

 ・垂れ壁に接する柱が折れる（曲げ破壊）。 

④傾斜が大きくなり倒壊  

・建物の傾斜が 1/30rad 以上で倒壊の恐れあり。 

・建物の傾斜が 1/3～1/5rad で倒壊するものが多い。

 なお、入力地震動と木造建築物の崩壊プロセスについては、以下のような理由が考えら

れ、研究が進められている。 

 ・0.1～0.3 秒付近の地震動で損傷し、固有周期が長くなり、1秒付近の成分で倒壊する。

 ・1秒付近の成分でいきなり倒壊するなど 
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● 鉄筋コンクリート造建物の崩壊プロセスについて 

 

＜鉄筋コンクリート造建物の破壊メカニズム＞ 

 柱と梁で骨組みが構成されるラーメン構造の鉄筋コンクリート造建物は以下のプロセスで破壊され

ると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① コンクリートの非構造壁、階段室などにひび割れ、

亀裂が入る。 

 ・構造しての損傷は軽微である。 

② 柱、梁、耐震壁にひび割れ、亀裂が入る。 

 a.曲げひび割れが入る。 

 b.せん断ひび割れが入る。 

③ 柱、梁、耐震壁にひび割れ、亀裂が多くなる。また、

大きなひび割れ、亀裂が入る。 

④ 建物が傾斜し始める。 

⑤ 柱が破壊する。 

b.柱がせん断破壊する。 

× 1 階あるいは中間階の層崩壊 

a.柱が曲げ破壊（鉄筋の降伏）する。 

○ 塑性変形をするが、軸力を保持する能

力は十分に残存し、靭制を確保するため

倒壊するものは少ない。 

 

大破  

補修は可能 

倒壊  

補修は不可能 

構造部材の被害は

少ないため、建物

の耐力の影響は少

ないが、家具転倒

等、室内空間等に

被害がでる場合が

ある。震災後の使

用に支障が発生す

るときがある。 

・壁式の鉄筋コンクリート造建物は、柱がなく主に構造壁で構成されるため剛性が高い。し

たがって、大きな地震でも倒壊にいたるものはまれである。 
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●太田・小山・中川によるアンケート設問一覧 

アンケート震度算定法の改訂－高震度領域－、自然災害科学、Vol.16，No.4、pp．307-323、1998 より 
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